
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断歩道は、歩行者が道路を安全に渡るための「命の架け橋」です。 

横断歩道は歩行者優先！  
横断歩道の手前では、安全に停止できる速度で進行し、横断歩行者の有無を

確認しましょう。 

そして、横断歩行者がいれば必ず止まり、その通行を優先しましょう。 

京都では、幼児を中心に、横断時に「合図をする（渡る意思を伝える）」こと

を指導します。合図をする子供を見かけたら、温かい心で見守ってください。 


